
(57)【要約】

【課題】例えばフランジ部（１０）に、少なくとも１箇

所の漏れを有し、過圧流体を含むパイプ（１１）を修理

する方法を提供すること。

【解決手段】漏れ箇所を挟む両側でパイプを係合し、同

漏れ箇所を取り囲む柔軟性密閉ケーシング部（１２）の

設置ステップであって、前述のケーシング部は、流体が

ガスである場合、最も高い位置に配置されるバルブを、

流体が液体である場合、最も低い位置に配置されるバル

ブを備えるステップと、前述の柔軟性ケーシング部を挟

む両側でパイプを係合し、同柔軟性ケーシング部を取り

囲む硬質密閉ケーシング部（２０）の設置ステップと、

前述の硬質ケーシング部内への重合性液体材料の注入ス

テップであって、それにより、前述の柔軟性ケーシング

部は、前述の重合性材料の重合後、高分子樹脂のスリー

ブ内に取り囲まれるステップとを含むことを特徴とする

前述の方法。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も １ 箇 所 の 漏 れ を 有 し 、 加 圧 流 体 を 含 む パ イ プ （ １ １ ） を 修 理 す る 方 法 で あ っ
て 、
　 ａ ） 漏 れ 箇 所 を 挟 む 両 側 で パ イ プ を 圧 迫 し 、 同 漏 れ 箇 所 を 取 り 囲 む 柔 軟 性 密 閉 ケ ー シ ン
グ 部 （ １ ２ ） の 設 置 ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 ケ ー シ ン グ 部 は 、 漏 れ 箇 所 か ら の 流 体 を 逃 が
す こ と の で き る バ ル ブ （ １ ８ ） を 有 す る ス テ ッ プ と 、
　 ｂ ） 前 記 柔 軟 性 ケ ー シ ン グ 部 を 挟 む 両 側 で パ イ プ を 圧 迫 し 、 同 柔 軟 性 ケ ー シ ン グ 部 を 取
り 囲 む 硬 質 密 閉 ケ ー シ ン グ 部 （ ２ ０ ） の 設 置 ス テ ッ プ と 、
　 ｃ ） 前 記 硬 質 ケ ー シ ン グ 部 内 へ の 重 合 性 液 体 の 注 入 ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 柔 軟 性 ケ ー
シ ン グ 部 は 、 前 記 重 合 性 材 料 の 重 合 後 、 高 分 子 樹 脂 の ス リ ー ブ 内 に 取 り 囲 ま れ る ス テ ッ プ
と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 前 記 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 硬 質 ケ ー シ ン グ 部 （ ２ ０ ） は 、 前 記 重 合 性 材 料 を 前 記 硬 質 ケ ー シ ン グ 部 に 注 ぐ こ と
を 可 能 に す る フ ァ ネ ル （ ２ ８ ） を 導 入 す る た め に 、 前 記 バ ル ブ （ １ ８ ） の 近 く に 配 置 さ れ
た 少 な く と も １ つ の 注 入 孔 （ ２ ７ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 加 圧 流 体 は ガ ス で あ り 、 漏 れ 箇 所 か ら の ガ ス を 逃 が す こ と が で き る よ う に 、 前 記 バ
ル ブ （ １ ８ ） は 前 記 柔 軟 性 ケ ー シ ン グ 部 （ １ ２ ） の 最 も 高 い 位 置 に 配 置 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 硬 質 ケ ー シ ン グ 部 （ ２ ０ ） は 、 前 記 バ ル ブ （ １ ８ ） の ま わ り に 嵌 合 す る よ う に 設 計
さ れ 、 か つ 前 記 硬 質 ケ ー シ ン グ 部 の 外 側 に ガ ス を 導 く 機 能 を 有 す る ガ イ ド チ ュ ー ブ （ ３ ０
） を 設 け る よ う 適 合 化 さ れ た 、 前 記 バ ル ブ と 同 一 線 上 に 位 置 す る 孔 を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 樹 脂 の 高 さ が 前 記 バ ル ブ （ １ ８ ） に 達 す る と き 、 閉 止 プ ラ グ を 使 っ て 前 記 バ ル ブ を 閉 じ
る た め に 前 記 バ ル ブ の 前 記 閉 止 プ ラ グ を 前 記 ガ イ ド チ ュ ー ブ （ ３ ０ ） に 設 け 、 前 記 注 入 孔
（ ２ ７ ） が 満 た さ れ る ま で さ ら に 液 体 樹 脂 を 注 ぎ 、 前 記 ガ イ ド チ ュ ー ブ を 取 り 除 い て 前 記
バ ル ブ を そ の 樹 脂 で 固 め る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 樹 脂 を 重 合 さ せ て 固 形 に す る と き 、 前 記 注 入 孔 （ ２ ７ ） に 達 す る ま で 樹 脂 を 注 入 し 、 前
記 バ ル ブ （ １ ８ ） を 閉 じ る た め に 閉 止 プ ラ グ を 前 記 ガ イ ド チ ュ ー ブ （ ３ ０ ） に 設 け る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 硬 質 ケ ー シ ン グ 部 （ ２ ０ ） は 、 発 泡 接 着 剤 等 の 適 切 な 取 付 手 段 を 用 い て パ イ プ （ １
１ ） に 固 定 さ れ る ２ つ の 端 部 （ ２ ２ お よ び ２ ４ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら
６ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ス ト ラ ッ プ を 用 い て 前 記 硬 質 ケ ー シ ン グ 部 （ ２ ０ ） の 前 記 端 部 （ ２ ２ お よ び ２ ４ ） を 前
記 パ イ プ （ １ １ ） に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 硬 質 ケ ー シ ン グ 部 （ ２ ０ ） は モ ジ ュ ラ ー ス リ ー ブ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 漏 れ 箇 所 が フ ラ ン ジ 部 （ １ ０ ） 内 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 先 行 請 求 項 の 任 意 の １ つ
に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 加 圧 流 体 を 運 ぶ パ イ プ の 漏 れ を 修 理 す る こ と に 関 し 、 特 に 、 流 体 を 運 ん で い
る パ イ プ を 、 漏 れ を 起 こ し て い る 場 所 で 修 理 す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 フ ラ ン ジ は 、 そ の 設 計 に 起 因 し て 、 局 所 的 に 気 密 封 止 を 提 供 で き る 、 あ る 程 度 硬 い 材 料
で で き た 「 封 止 す る も の 」 を 常 に 用 い る 。 こ の 部 分 は フ ラ ン ジ の 弱 点 で あ る こ と を 意 味 し
、 漏 れ の 主 な 原 因 と な る 。 フ ラ ン ジ を 加 圧 下 で 使 用 す る と 、 こ の 欠 点 を 助 長 す る 。 こ の た
め 、 パ イ プ の 漏 れ は フ ラ ン ジ で 起 こ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 パ イ プ を 使 用 し な が ら 漏 れ て い る フ ラ ン ジ 部 を 修 理 す る に は 、 細 心 の 注 意 を 要 す る 。 無
色 の ガ ス の 場 合 は 、 漏 れ 箇 所 を 突 き 止 め る の が 困 難 な こ と か ら 、 作 業 が 複 雑 に な る 。 漏 れ
は 、 封 止 し て い る 箇 所 の 上 流 部 で 起 こ っ て い る こ と も あ り 、 取 付 ボ ル ト を 通 っ て 移 動 し て
い る こ と も あ る 。 こ の よ う な 状 態 で は 、 漏 れ は 検 知 さ れ な い ま ま と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 現 在 、 修 理 処 置 に は ３ つ の カ テ ゴ リ ー が あ る が 、 そ の 効 率 は 、 フ ラ ン ジ 部 の 損 傷 と 、 特
に 使 用 条 件 （ 温 度 、 圧 力 、 流 体 の 種 類 な ど ） に よ っ て 決 ま る 。 従 っ て 、 従 来 の 機 械 的 処 置
に お い て は 、 ２ つ の 半 ク ラ ン プ を 用 い て フ ラ ン ジ 部 を 取 り 囲 む 。 こ の 半 ク ラ ン プ は 鋼 製 で
あ る こ と が 多 く 、 重 く 、 か さ ば り 、 機 械 的 応 力 を 生 み 出 し て 、 フ ラ ン ジ 部 を 弱 め る 。 こ の
技 術 で は 、 フ ラ ン ジ 部 の ま わ り を ク ラ ン プ 締 め す る と き 弾 性 シ ー ル を 押 し つ け る か 、 ま た
は 、 ク ラ ン プ と フ ラ ン ジ 部 の 間 の 空 隙 に オ ー バ ー モ ー ル ド 樹 脂 を 注 入 す る 。 樹 脂 は 取 り 除
く の が 非 常 に 困 難 な 強 力 な 接 着 剤 で あ る こ と が 多 い の で 、 修 理 を す る と そ の フ ラ ン ジ は 使
用 で き な く な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 大 半 の 場 合 、 漏 れ て い る フ ラ ン ジ 部 に 手 を 伸 ば す こ と は 不 可 能 で 妨 げ ら れ て お り 、 損 傷
を 受 け て 楕 円 形 に な っ て い る こ と さ え あ る 。 封 止 ク ラ ン プ は 、 か さ ば り 、 重 く 、 ま た 常 に
パ イ プ の 早 期 老 朽 化 の 原 因 と な っ て 亀 裂 の 形 成 に つ な が る の で 、 結 果 と し て そ の 使 用 に 必
ず し も 疑 問 が な い わ け で は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 樹 脂 を オ ー バ ー モ ー ル ド し て 使 用 す る 場 合 、 金 属 ケ ー シ ン グ は 、 注 入 作 業 に 関 す る 困 難
に 加 え て 、 前 述 の 応 力 と 同 じ 応 力 を 生 み 出 す 。 さ ら に 、 フ ラ ン ジ 部 か ら 漏 れ て い る 間 は 、
接 着 と い う 大 き な 問 題 が あ る た め 、 ど の よ う な 樹 脂 で あ れ 注 入 す る こ と は 不 可 能 で あ る 。
ま た 、 加 圧 注 入 も 、 オ ペ レ ー タ が 誤 っ て 樹 脂 を パ イ プ に 入 れ て し ま う こ と が あ り 、 不 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 ２ の 修 理 処 置 は 、 特 に 英 国 で 用 い ら れ て お り 、 樹 脂 の 注 入 で あ る 。 フ ラ ン ジ 部 に 孔 を
開 け 、 適 合 す る 樹 脂 を 漏 れ て い る 封 止 部 に 注 入 す る 。 樹 脂 は フ ラ ン ジ 部 の ま わ り を 移 動 し
て 、 す べ て の 空 隙 を 埋 め 、 使 用 条 件 に か か わ ら ず 重 合 し 、 漏 れ を 止 め る と さ れ て い る 。 こ
の 細 心 の 注 意 を 要 す る 、 予 断 を 許 さ な い 技 術 の 使 用 は 、 保 守 部 門 で は か な り 限 ら れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 最 後 に 、 「 縛 る 」 修 理 処 置 は 、 予 め 樹 脂 を 含 浸 さ せ た １ 片 の ガ ラ ス 繊 維 を 利 用 す る こ と
で あ る 。 加 圧 下 で こ の ガ ラ ス 繊 維 を 利 用 す る こ と は 困 難 で あ り 、 不 可 能 で さ え あ る 。 漏 れ
て い る フ ラ ン ジ 部 の ま わ り へ の 「 圧 迫 帯 」 シ ス テ ム は 、 専 門 家 に よ る 保 証 さ れ た 修 理 と い
う よ り は 、 む し ろ 緊 急 時 の 応 急 処 置 的 修 理 で あ る 。 こ の 処 置 に は 大 き な 欠 点 が あ る 。 特 に
、 こ の 処 置 は 、 複 合 物 が 適 切 に 接 着 す る よ う に フ ラ ン ジ 部 の 表 面 を 下 処 理 し 、 き れ い に し
た 場 合 に し か 使 用 で き ず （ 漏 れ が 起 こ っ て い る 状 況 で は 、 利 用 は 保 証 で き な い ） 、 ま た 、
正 し く 設 置 さ れ た 場 合 、 フ ラ ン ジ 部 へ 手 を 伸 ば す こ と は 完 全 に 妨 げ ら れ 、 保 守 作 業 中 は フ
ラ ン ジ を 撤 去 す る こ と は で き な い 。
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の た め 、 本 発 明 の 目 的 は 、 加 圧 流 体 を 含 む パ イ プ を 、 パ イ プ を 使 用 し な が ら 、 容 易 に
効 率 的 に 修 理 で き る 方 法 を 設 計 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 フ ラ ン ジ 部 に 漏 れ を 有 し 、 加 圧 流 体 を 含 む パ イ プ を 修 理 す る 方 法
を 定 義 す る こ と で あ る 。 こ の 方 法 で は 、 フ ラ ン ジ 部 に は 手 を つ け ず そ の ま ま の 状 態 な の で
、 フ ラ ン ジ 部 へ の 大 掛 か り な 介 入 が 必 要 な 場 合 に は フ ラ ン ジ 部 へ 手 を 伸 ば す こ と が 可 能 と
な る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 主 題 は 、 少 な く と も １ 箇 所 の 漏 れ を 有 し 、 加 圧 流 体 を 含 む パ イ プ を 修
理 す る 方 法 で あ っ て 、
　 ａ ） 漏 れ 箇 所 を 挟 む 両 側 で パ イ プ を 圧 迫 し 、 同 漏 れ 箇 所 を 取 り 囲 む 柔 軟 性 密 閉 ケ ー シ ン
グ 部 の 設 置 ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 述 の 柔 軟 性 ケ ー シ ン グ 部 は 、 漏 れ 箇 所 か ら の 流 体 を 逃 が
す こ と の で き る バ ル ブ を 有 す る ス テ ッ プ と 、
　 b） 前 述 の 柔 軟 性 ケ ー シ ン グ 部 を 挟 む 両 側 で パ イ プ を 圧 迫 し 、 同 柔 軟 性 ケ ー シ ン グ 部 を
取 り 囲 む 硬 質 密 閉 ケ ー シ ン グ 部 の 設 置 ス テ ッ プ と 、
　 ｃ ） 前 述 の 硬 質 ケ ー シ ン グ 部 内 へ の 重 合 性 液 体 の 注 入 で あ っ て 、 前 述 の 柔 軟 性 ケ ー シ ン
グ 部 は 、 前 述 の 重 合 性 材 料 の 重 合 後 、 高 分 子 樹 脂 の ス リ ー ブ 内 に 取 り 囲 ま れ る ス テ ッ プ と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 前 述 の 方 法 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 目 的 、 対 象 お よ び 特 性 は 、 次 の 説 明 を 、 本 発 明 に よ る 方 法 の 実 施 に 用 い ら れ る
フ ラ ン ジ 部 お よ び ２ つ の ケ ー シ ン グ 部 の 断 面 を 表 す 図 １ と 共 に 解 釈 す る こ と に よ り 、 さ ら
に 明 ら か に な る だ ろ う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 の 記 述 に お い て は 、 加 圧 流 体 を 含 む 円 筒 パ イ プ １ １ の フ ラ ン ジ 部 １ ０ で 漏 れ が 検 知 さ
れ た と 仮 定 す る 。 し か し な が ら 、 こ の 漏 れ は フ ラ ン ジ 部 以 外 の パ イ プ の ど こ に 位 置 し て も
よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 例 に お い て は 、 パ イ プ １ １ は 、 パ イ プ の 電 気 絶 縁 お よ び 断 熱 を 目 的 と す る 六 フ ッ 化
硫 黄 ガ ス 内 に １ 本 ま た は 複 数 本 の 電 気 ケ ー ブ ル を 有 す る パ イ プ 等 の ガ ス 移 送 ラ イ ン で あ る
。 管 １ １ は 流 体 移 送 ラ イ ン で あ っ て も よ い 。 次 に 述 べ る よ う に 、 漏 れ の 正 確 な 位 置 は 重 要
で は な い こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 １ ス テ ッ プ は 、 フ ラ ン ジ 部 １ ０ を 取 り 囲 む た め の 開 環 状 の 底 部 を
有 す る 最 初 の 柔 軟 性 密 閉 ケ ー シ ン グ 部 １ ２ を 用 い て フ ラ ン ジ 部 を 取 り 囲 む こ と で あ る 。 フ
ラ ン ジ 部 を 取 り 囲 む た め に 、 パ イ プ １ １ の 軸 に 垂 直 な ケ ー シ ン グ 部 の 端 部 １ ４ お よ び １ ６
は 、 両 面 接 着 テ ー プ 等 を 用 い て フ ラ ン ジ 部 の 側 面 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 柔 軟 性 密 閉 ケ ー シ ン グ 部 １ ２ は 、 そ の 外 側 へ の 開 口 部 、 す な わ ち バ ル ブ １ ８ を 特 徴 と す
る 。 設 置 中 は 、 こ の バ ル ブ を 図 １ に 示 す よ う に ケ ー シ ン グ 部 の 最 も 高 い 位 置 に 配 置 す る こ
と を 推 奨 す る 。 も ち ろ ん 、 パ イ プ に 液 体 が 含 ま れ る 場 合 は 、 こ の バ ル ブ は 最 も 低 い 位 置 に
配 置 す る だ ろ う 。 ケ ー シ ン グ 部 を フ ラ ン ジ 部 の ま わ り に 設 置 す る と 、 こ の バ ル ブ に よ っ て
漏 れ 箇 所 か ら の ガ ス の 放 出 が 可 能 に な る 。 こ の よ う に 、 漏 れ て い る ガ ス は 密 閉 ケ ー シ ン グ
部 １ ２ で 捕 ら え ら れ 、 バ ル ブ １ ８ を 介 さ な け れ ば 外 に 出 る こ と は で き な い の で 、 漏 れ の 正
確 な 位 置 は 重 要 で は な い こ と が わ か る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 柔 軟 性 ケ ー シ ン グ 部 １ ２ を 完 全 に 設 置 す る と 、 バ ル ブ キ ャ ッ プ が 取 り 除 か れ 、 ケ ー シ ン
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グ 部 内 を 過 圧 状 態 に せ ず に 漏 れ て い る ガ ス を 放 出 す る 。 必 須 で は な い が 、 ガ ス の 圧 力 に 耐
え ら れ る ケ ー シ ン グ を 推 奨 す る こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ ス テ ッ プ は 、 第 １ ケ ー シ ン グ 部 を 取 り 囲 み 、 第 １ ケ ー シ ン グ 部 同 様 に 開 環 状 の 底 部
を 有 す る 第 ２ 硬 質 密 閉 ケ ー シ ン グ 部 ２ ０ を 設 置 す る こ と で あ る 。 こ の ケ ー シ ン グ 部 は 、 発
泡 接 着 剤 等 の 適 切 な 取 付 手 段 を 用 い て パ イ プ １ １ に ２ つ の 端 部 ２ ２ お よ び ２ ４ で 固 定 さ れ
る 。 硬 質 ケ ー シ ン グ 部 ２ ０ は 、 パ イ プ の 漏 れ を 塞 ぐ よ う に 設 計 さ れ た 任 意 の 種 類 の ス リ ー
ブ で あ っ て よ く 、 特 に 、 本 特 許 の 主 題 を 形 成 す る モ ジ ュ ラ ー ス リ ー ブ で あ っ て も よ い こ と
に 留 意 さ れ た い 。 一 般 的 に 、 ス リ ー ブ は 、 フ ラ ン ジ 部 の 端 部 ２ ２ お よ び ２ ４ を ク ラ ン プ 締
め す る ス ト ラ ッ プ （ 図 示 せ ず ） を 用 い て パ イ プ １ １ に し っ か り と 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 パ イ プ 内 部 の 流 体 圧 力 が 高 い と き 、 例 え ば １ ５ バ ー ル を 超 え る と き 、 本 特 許 出 願 で 述 べ
る よ う に 、 柔 軟 性 ケ ー シ ン グ 部 に 巻 装 さ れ る イ ン サ ー ト を 設 置 す る こ と に よ っ て 、 柔 軟 性
ケ ー シ ン グ 部 を 補 強 す る の が 賢 明 で あ る こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 硬 質 密 閉 ケ ー シ ン グ 部 ま た は ス リ ー ブ ２ ０ は 、 重 合 性 材 料 を 受 け る よ う に な っ て お り 、
こ の 目 的 の た め に 、 適 合 す る フ ァ ネ ル ２ ８ を 挿 入 し て 重 合 性 材 料 を 注 ぐ た め の 少 な く と も
１ つ の 注 入 孔 ２ ７ を 特 徴 と す る 。 硬 質 ケ ー シ ン グ 部 の 注 入 孔 は 、 （ ガ ス パ イ プ を 扱 う 場 合
） ケ ー シ ン グ 部 の 最 も 高 い 位 置 で バ ル ブ １ ８ の 近 く に 配 置 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 硬 質 ケ ー シ ン グ 部 ２ ０ は 、 ガ イ ド チ ュ ー ブ を 設 け 、 バ ル ブ の ま わ り に 嵌 合 で き る よ う に
バ ル ブ １ ８ と 正 確 に 同 一 線 上 に 位 置 す る 孔 を 特 徴 と す る 。 こ の ガ イ ド チ ュ ー ブ は 、 ガ ス を
硬 質 ケ ー シ ン グ 部 か ら 外 へ 導 く よ う に 設 計 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ３ ス テ ッ プ は 、 液 体 樹 脂 を フ ァ ネ ル ２ ８ に 注 ぐ こ と に よ っ て 、 硬 質 ケ ー シ ン グ 部 ２ ０
に こ の 重 合 性 樹 脂 を 注 入 す る こ と に あ る 。 こ の 液 体 重 合 性 材 料 は 、 柔 軟 性 ケ ー シ ン グ 部 の
外 側 に あ る 硬 質 ケ ー シ ン グ 部 の 全 容 積 を 満 た す 。 ガ イ ド チ ュ ー ブ ３ ０ が バ ル ブ １ ８ に ぴ っ
た り と 嵌 合 す る の で 、 漏 れ て い る ガ ス が バ ル ブ １ ８ を 通 っ て 外 に 出 続 け て い る 間 、 こ の 液
体 材 料 は 柔 軟 性 ケ ー シ ン グ 部 ま で 到 達 で き な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 段 階 で ２ つ の 変 形 型 が 可 能 で あ る 。 第 １ 変 形 型 に よ る と 、 樹 脂 の 高 さ が バ ル ブ に 達
す る と き バ ル ブ の 閉 止 プ ラ グ を ガ イ ド チ ュ ー ブ ３ ０ に 設 け 、 キ ャ ッ プ を 用 い て バ ル ブ を 閉
め る 。 そ の 後 、 ガ イ ド チ ュ ー ブ を 取 り 除 く と バ ル ブ が 樹 脂 で 包 ま れ 、 液 体 樹 脂 の 高 さ が 注
入 孔 に 達 す る ま で 、 さ ら に 液 体 樹 脂 が 導 入 さ れ る 。 こ の 技 術 は 、 柔 軟 性 ケ ー シ ン グ 部 が パ
イ プ 内 の ガ ス 圧 力 よ り も 高 い 圧 力 に 耐 え る 場 合 に の み 使 用 で き る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ２ 変 形 型 に よ る と 、 樹 脂 は 、 注 入 孔 に 達 す る ま で ガ イ ド チ ュ ー ブ を 取 り 除 か ず に 注 入
す る 。 い っ た ん 樹 脂 が 重 合 さ れ て 固 形 に な る と 、 キ ャ ッ プ を ガ イ ド チ ュ ー ブ に 設 け バ ル ブ
を 閉 め る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 今 記 述 し た 方 法 は 、 柔 軟 性 ケ ー シ ン グ 部 内 の フ ラ ン ジ 部 を 保 護 し 、 か つ 封 止 を 完 全 に す
る 利 点 を 有 す る 。 後 に 、 大 掛 か り な 作 業 の た め フ ラ ン ジ 部 に 手 を 伸 ば さ な け れ ば な ら な い
と き 、 必 要 な の は 、 重 合 樹 脂 の ス リ ー ブ を 壊 し て 柔 軟 性 ケ ー シ ン グ 部 を 取 り 外 し 、 フ ラ ン
ジ 部 の 覆 い を 取 る こ と だ け で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の 説 明 は フ ラ ン ジ 部 で の 漏 れ に 関 す る が 、 本 発 明 に よ る 方 法 が 、 フ ラ ン ジ 部 以 外 の
パ イ プ の あ ら ゆ る 箇 所 で の 漏 れ に も 適 用 で き る こ と は 言 う ま で も な い 。 こ の 場 合 、 柔 軟 性
ケ ー シ ン グ 部 は 、 硬 質 ケ ー シ ン グ 部 を 取 り 付 け る の と 同 様 に パ イ プ の 外 壁 に 直 接 固 定 す る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 フ ラ ン ジ 部 お よ び ２ つ の ケ ー シ ン グ 部 の 断 面 を 表 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ ０ 　 フ ラ ン ジ 部
１ １ 　 パ イ プ
１ ２ 　 柔 軟 性 ケ ー シ ン グ 部
１ ４ 　 端 部
１ ６ 　 端 部
１ ８ 　 バ ル ブ
２ ０ 　 硬 質 ケ ー シ ン グ 部
２ ２ 　 端 部
２ ４ 　 端 部
２ ７ 　 注 入 孔
２ ８ 　 フ ァ ネ ル
３ ０ 　 ガ イ ド チ ュ ー ブ

10

【 図 １ 】

(6) JP 2007-534908 A 2007.11.29



【 国 際 調 査 報 告 】
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